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プロジェクトに採択して頂き研究を進める事ができました。検討結果から、 H. 

pylori 膜タンパクを⽤いた ELISA 法において 、H .pylori 関連 ITP 患者は⾮

H .pylori 関連 ITP 患者より⾎清中の H. pylori 膜蛋⽩に対する抗体が⾼値を⽰す傾

向が認められ、さらに⾎⼩板関連 IgG (PA-IgG)を組み合わせることにより、

H .pylori 関連 ITP 診断としてさらに有⽤な検査になる可能性が⽰唆されました。 

 臨床検査技師として検査業務を⾏いながらの研究活動でしたので、研究費および 

臨床検査医学会からサポートを頂いたことは、研究を実施する上で⼤変な⽀えとな

りました。今後も学術推進プロジェクトをご継続頂き、臨床検査医学領域における

研究活動のサポートをしていただければ⼤変ありがたく存じます。この度は本当に

ありがとうございました。 

 


